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前立腺肥大症に対するSH－582（gestonorone

     caproateの臨床効果（第2報）
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  Gestorone caproate has been tested again on 50 new cases of benign prostatic hypertrophy

and the results were co皿pared with that in previous report．

  Total percentage of clinical improvements was similar to that of previous report which

was 70 percent．

  Patiehts were divided into 3 groups according to residual urine voiume． The effects were

evaluated in each group and more effective in the group having less residual urine volume．
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は じ め に

 前立腺肥大症の発生については，いまなお不明な点

が多いが，性ホルモンが関与しているという説が有力

であり，それに従った保存的療法の報告が多くなされ

ている1～5）．

 われわれもさきにSH－582（gestonorone caproate）

の前立腺肥大症に対する臨床効果を22例について報告

7）したが，．今回は九大病院泌尿器科を中心とした上記

9病院において，さらにあらたに経験した50例につい

て検討を癒えたので第2報として報告する．

 対象の選択，効果判定に資する検査項目はすべて第

1報の内容を踏襲した．すなわち，対象には上記9病

院において臨床的に前立腺肥大症と診断された50例

（年齢51～89歳）を選び，他覚的な検査として，残尿

を測定し，その推移と投与量の関係をみ，さらに投与

前・投与終了後に同一診療者がおこなった前立腺触診

によって，その大きさを比較した．自覚的な改善をみ

るためには昼間・夜間別の排尿回数を記録した．尿道

膀胱撮影による前立腺の大きさの比較は，例数が少な

く，正確を期しがたいと考えたので今回も除外した．

 また本剤の効果をより正確に知るために，他剤の併

用はつとめてさけ，膀胱洗浄もやむをえない症例以外

にはおこなわなかった．

 臨床検査は各機関でroutineにおこなえる血液一

般検査およびトランスアミナ一蹴の測定をおこなっ

た．
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      投与方法・期間および成績

 1．投与方法・期間

 投与法は筋注で上腕筋あるいは轡筋におこない，週

1回300mg，10週間を基準としたが，最少3週間900

mg，最大25週7，500 rngで平均投与量：は2，600 mgで

あった．

 2．排尿回数の変化（Fig． 1）

 排尿回数と投与：量の関係を図に示した．実線は昼間

回数（14例），点線は夜間回数（19例）であるが，昼

間回数は減少しkもの6例，ほとんど変化のないもの

8例であり，当然のことながら回数の多いものが減少

し，正常範囲のものは不変であった．

 夜間回数は明らかに減少したと考えられるものが多

くあり，2例は0となっている．

 減少傾向を示したものは，変化のないものの2倍弱

であった．しかし2～4回に固定した症例が多いよう

である．また回数滅少の発現と投与量との関係をみる

と，ほぼ1，000～3，000mg程度で回数の減少がみら

れるようである．

 なおこの図には前立腺肥大症に併発した膀胱炎が化

学療法剤の投与で治癒し，そのために回数が減少した

と考えられる例は除外してある．

 3．投与量と残尿量（Fig・2），

 投与量と残尿量：の関係を測定しえた30例について図

示した．
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 残尿量が本剤の投与にもかかわらず増如した1例を

除くと，ほとんどの例が減少しているが，残尿量150

m1以上ないし尿閉群の中には変化のない4例があ

る．またこの群にも著明に残尿が減少した例，あるい

は自然排尿が可能となった例があるが，一部はカテー

テルを一定期間留置したための効果と考えられる．

 投与間との関係をみるとほぼ1，000～3，000mgで

残尿の減少がみられている．

 4．前立腺触診所見

 投与前・投与後に同一診療者がおこなった触診所見

では，第1報の22例中には本剤で前立腺腺腫が縮小し

たと考えられた例は皆無であったが，今回の50例中に

は明らかに本剤で縮小したと考えられるものが4例認

められた．
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果

 1．効果判定の基準（Table 1）

 表のごとく前項の結果を用いて効果判定の基準を作

ってみた．すなわち，著効，有効，やや効，無効の4

評価をもうけ，投与前と比較した投与終了時の排尿回

数の減少，残尿量の減少および前立腺腺腫の縮小の3

条件をすべてみたすものを著効，うち2条件をそなえ

たものを有効，いずれか1条件が発現したものをやや

効として，何ら改善の認められないものを無効とし

た．

        Table 1

Criteria for clinicat eval uation

1． lmprovt？ments of prostatism

2． Reduction of residual urine vo｛ume

3． Decrz？＆sing of prostatic si ze

Effects

（ユUof

@ them
20f
@them

10f
Rhem

none of

@ them

ExceU． Good FGir No

 2．対象の分類（Table 2）

 症状の軽重により本剤の効果に差があるかをみるた

めに，残尿を基準として下記の群に対象を分類し，そ

れぞれ各群に対する効果をみ，さらに総合的にも効果

を評価した。

    Table 2

Ctinicat Effects

  にffec電5

oUt献
E罵ell． Good Fdir No

Com回ete
@ ob5truction

13 0 5 3   5

ｮ塗，％｝

Residuql urine

@ VO【ume
盾魔??50 ml．

18 o 9 3  6

i；9均

Residuqt uhne
@ Volume
浮獅р??50 ml．

19 0 8 8  3

e’ぼ幻

Totα1 50 0 22 14 ，4

oアz♪

 A群：完全尿閉群

 B群＝残尿50ml以上で尿閉のない群

 C群：残尿50ml以下の群

3，効果
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 A：完全尿閉群．この群では13例中，著効0，有効

5，やや効3，無効5でやや効を含めた有効率（以下

同様）は61％である．

 B：残尿50ml以上で尿閉のない群．この群では

18例中では著効0，有効9，やや効3，無効6で有効

率は66％である．

 C：残尿50m1以下の群．この群では19例中著効

0，有効8，やや効8，無効3で有効率は84％である．

 また50例についての合計では著効O，有効22，やや

効14，無効14で有効率は72％である．

臨床検査成績への影響

 検査をおこなった各機関で項目に多少の差異があ

り，まとめえたのは血液一般検査とトランスアミナー

ゼ値の2項目であった．

 1。血液一般検査には本剤の影響と考えられる変動

は認められなかった．

 2． トランスアミナーゼ値（Fig 3）

 投与前・投与スケジュール終了後に測定した16例の

中で2例が終了後，正常限界をこえて上昇した。他に

原因が考えられないので，あるいは本剤の影響ではな

いかと考えられる．
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          Fig． 3

副作用（Table 3）

 1．耳痛 注射部位の岬町を強く訴え，中止を希望

して経過観察の出来なかった症例が4例あったので，

50例については注射の都度疹痛について問診したが，

中止するほどの痙痛はなかった．

 2． インポテンス インポテンスを訴えた2例中工

例は56歳の男子であるが，4週目900mg投与終了後

にインポテンスを訴えた．その時点で残尿が減少し，
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Table 3

5ide Effects

1． Pain

2． lmpotence

3． Eruption
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4 （discontinued）

2 （discontinued）

2 （discontinued）

排尿障害も軽快しており，効果ありと考えられたので

本人の希望により投与を中止した．

 3．発疹 発疹のために投与を中止したものが2例

あるが，その性状の詳細は明らかにしえなかった．

ま  と  め

 以上の結果をまとめて第1報の成績と対比してみる

と，排尿回数は昼夜間ともにほぼ同様のパターンで減

少の傾向を示している．

 第1報22回目には夜間排尿回数が0となった例は認

められなかったが，今回はGeller2）がのべたごとく，

0となったものが2例みられた．

 しかしながら夜間排尿回数は減少傾向を示すとはい

え3～5回に固定してしまった例が多い．

 残尿量も第1報の成績と同様にほとんどの例が減少

しているが，尿閉群では留置カテーテルが抜去できな

い例があるのもまた同様であった，

 触診による前立腺腺腫の大きさの比較では，第1報

の22例中には縮小したものはなかったが，今回は明ら

かに縮小したと考えられるものが4例認められた．

 臨床的改善をみたものは第1報では22毒中15例で68

％，今回は50例中36例で72％であり，ほぼ同様の有効

率であった。

 今回はさらに対象を残尿量によって3群に分類し

て，その群別の効果をみたが，それぞれA群（完全尿

閉）61％，B群（残尿．50 m1以上）66％， C群（残

尿50m1以下）84％となつ．て残尿：量が少ないほど有効

率が高かった．この中でA群の有効率は，Gellerら3）

が尿閉患者にはドレナージのみで自然排尿可能となる

例があることをのべ，われわれもまたそのような経験

を有していることから考えると，実際にはまだ低くな

るものと思われる。

 またClark1）は前立腺肥大症の臨床症状は自然軽快

する例が60％程度あると報告しているが，われわれは

無処置の対照群を有していないので，この報告のよう

な事実がB群，C群の有効率にいかなる影響を与えて

いるかは判断し得なかった．

 さらに，各回を通じて著効例ぽ0となっているが，

前述のごとき判定規準によって効果判定をおこなった

ので，残尿量の少ないC群中には著効と考えてよい例

も含まれているわけである．

 Gellerら3）はprogestational agentsには前立腺肥

大症患者の残尿を減少させ，排尿状態を改善させる効

果があるとのべているが，われわれもSH－582（ges－

tonorone caproate）を用いて，1報，2報の合計で，

72例中51例（70％）にその効果を認めたので，本剤は

前立腺肥大症に対して有用な薬剤であると考えてい

る．

 本論文は1970年7月11日東京でおこなわれた第2回SH－

582シンポジウムにおいて発表した．
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